
６

広
報
は
や
ま
8
月
号

◆
適
用
の
除
外

・
建
築
基
準
法
で
、
別
に
定
め
る
許
可
を
受

け
た
建
築
物

・
大
規
模
な
修
繕
又
は
模
様
替

・
階
数
の
限
度
内
で
、
か
つ
延
べ
面
積
の

一
・
二
倍
を
超
え
な
い
増
築
（
昇
降
機
塔

等
は
階
数
の
限
度
を
超
え
な
い
階
の
屋
上

に
限
る
）

◆
罰　

則

五
〇
万
円
以
下
の
罰
金

延
べ
床
面
積
を
算
定
す
る
地
盤
面
を
設
定
し
ま
す

◆
対
象
建
築
物

　

す
べ
て
の
建
築
物

◆
地
盤
面
の
設
定

地
盤
面
は
、
建
築
物
が
地
面
と
接
す
る
最

も
低
い
位
置
に
お
け
る
水
平
面
と
す
る

◆
対
象
地
域

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
住
居
地
域

◆
適
用
の
除
外

建
築
物
と
地
面
が
接
す
る
位
置
の
高
低
差

が
三
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
一
戸
建
て
の

住
宅

◇
条
例
の
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
役
場

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課　

�
内
線
三
五
三

　

平
成
十
八
年
第
二
回
定
例
会
で
『
葉
山
町

建
築
物
の
構
造
の
制
限
及
び
地
盤
面
の
設
定

に
関
す
る
条
例
』
が
可
決
さ
れ
、
七
月
一
日

に
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
斜
面
地
を
は
じ
め
、
高
低

差
の
大
き
い
土
地
に
建
て
ら
れ
る
建
築
物

を
、
平
坦
地
に
建
て
る
建
築
物
の
高
さ
と
同

程
度
に
制
限
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
斜
面
地
等
で
は
、
建
築
基
準

法
に
定
め
る
建
築
物
の
高
さ
や
、
延
べ
床
面

積
の
算
定
方
法
を
最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
見
か
け
高
層
の
建
築
物
を
適
法

に
建
築
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
建
築
物
は
、
建
築
物

の
高
さ
を
制
限
す
る
た
め
に
平
成
十
三
年
に

決
定
し
た
高
度
地
区
の
趣
旨
に
も
そ
ぐ
わ
な

い
も
の
で
あ
り
、
周
辺
の
住
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
の
最
大
の
魅
力
は
、
海
や
緑
の
自
然
に

恵
ま
れ
た
優
れ
た
住
環
境
で
す
。

　

今
後
も
、
現
存
す
る
課
題
を
克
服
し
、
予

測
さ
れ
る
問
題
を
未
然
に
防
ぎ
な
が
ら
町
の

魅
力
を
万
全
な
も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。 

建
築
物
の
階
数
を
制
限
し
ま
す

◆
対
象
建
築
物

　

す
べ
て
の
建
築
物

◆
階
数
の
制
限

階
数
の
算
定
は
、
建
築
物
が
周
囲
の
地
面

と
接
す
る
位
置
の
う
ち
最
も
低
い
位
置
か

ら
上
部
の
階
数
と
し
、
そ
の
制
限
は
次
の

と
お
り
と
す
る 

面
地
建
築
物
の
制
限

斜

七
月
一
日
に
条
例
を
施
行
し
ま
し
た

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

（
建
築
物
高
の
限
度　

ｍ
地
域
）

１０

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
住
居
地
域

（
建
築
物
高
の
限
度　

ｍ
地
域
）

１２

３
階

４
階

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
、
も
と
の

軍
人
、
軍
属
等
の
方
々
に
思
い
を
い
た
し
、

戦
没
者
の
死
亡
当
時
に
お
け
る
ご
遺
族
に
対

し
、
国
と
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
残
さ
れ
た
戦
没
者
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
の
う
ち
、
次
の
支
給
順
位
に
よ
り
、
最

も
順
位
が
先
の
方
お
一
人
に
第
八
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
四
〇
万
円
、
十
年
償
還
の

記
名
国
債
を
支
給
し
ま
す
。

対　

象

一
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

二
、
戦
没
者
等
の
子

三
、
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟

姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

な
か
っ
た
人
等
は
除
く
）

四
、
右
記
三
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖

父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

五
、
右
記
一
か
ら
四
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

人
に
限
る
）

請
求
期
間　

平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
六
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第
八
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す



７

お
知
ら
せ

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
台
風
が
多
く
発
生
し

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
大
雨
に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大

切
で
す
。

◎
大
雨
に
よ
る
注
意
の
目
安

一
時
間
に
二
〇
ミ
リ
以
上
、
又
は
降
り
始

め
て
か
ら
一
〇
〇
ミ
リ
以
上
の
降
雨
量
に

な
っ
た
ら
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
雨
量
を
知
る
に
は

　

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
気
象
情
報
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
気
象
情
報
を
参
考
と

し
て
く
だ
さ
い
。

・
神
奈
川
県
砂
防
、
水
防
情
報

http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.jp/osira

se/sabo/bousai/index.htm
l

◎
土
砂
災
害
の
前
兆

（
が
け
崩
れ
・
山
崩
れ
）

・
が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る

・
地
下
水
や
わ
き
水
が
と
ま
る

・
斜
面
が
ひ
び
割
れ
、
変
形
が

あ
る

・
小
石
が
落
ち
て
く
る

・
が
け
か
ら
音
が
す
る

・
異
臭
が
す
る

（
地
す
べ
り
）

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
ふ
き
だ
す

・
井
戸
や
沢
の
水
が
に
ご
る

（
土
石
流
）

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が
下
が

る
・
川
の
水
が
に
ご
っ
た
り
、
流
木
が
混
ざ
っ

た
り
す
る

◎
避
難
の
準
備

・
日
ご
ろ
か
ら
、
お
近
く
の
避
難
場
所
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

（
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
避
難
所
マ
ッ
プ
」

で
確
認
で
き
ま
す
。）

・
町
か
ら
の
災
害
情
報
伝
達
（
災
害
情
報
・

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
）
を
お
聞
き
く
だ

さ
い

・
避
難
の
た
め
の
準
備
品
を
整
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い

問
合
せ　

消
防
本
部

　

�
八
七
六
―
〇
一
一
九
（
内
線
三
一
三
）

土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららら

土
砂
災
害
等
か
ら

身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身
をををををををををををををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううううううううううううう

身
を
守
り
ま
し
ょ
う

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

葉
山
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
入
所
者
申
込
み
受
付

開
設
日　

今
年
十
一
月
一
日
（
水
）

場　

所　

一
色
真
名
瀬
二
四
四
八－

六

概　

要　

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
生

活
す
る
た
め
の
施
設　

全
室
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
（
小
規
模
生
活
単
位
型
）

入
所
定
員
人
数　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 
…
…
…
…
八
〇
人

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 
…
…
…
…
…
…
…
十
人

入
所
申
込
み
開
始
日
時

八
月
七
日（
月
）　

九
時
〜
十
六
時

（
月
〜
金
）

申
込
み
・
問
合
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

葉
山
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

　

�
八
七
七－

一
一
一
六

外
国
電
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
へ
の
混
信
障
害

　
〜
近
隣
諸
国
の
電
波
が
、
日
本
に

届
き
混
信
す
る
の
が
原
因
で
す
〜

　

毎
年
五
月
〜
八
月
頃
に
か
け
て
、
東
京
タ

ワ
ー
か
ら
の
テ
レ
ビ
電
波
を
直
接
受
信
し
て

い
る
地
域
で
一
･
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
面
が

時
間
に
よ
っ
て
「
し
ま
模
様
」
と
な
る
症
状

（
Ｅ
ス
ポ
受
信
障
害
）
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
中
継
局
で
受
信
で
き
る

地
域
で
は
、
Ｅ
ス
ポ
受
信
障
害
を
受
け
な
い

Ｕ
Ｈ
Ｆ
電
波
の
受
信
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局

　

�
〇
五
七
〇－

〇
〇－

三
四
三
四

　
（
全
国
共
通
）

摘　　　要増　減決算額予算額科　目

収　
　
　
　
　

入

△　２５３，６８５４，７３３，６８５４，４８０，０００会 費 収 入
県安協・町０１，８９６，０００１，８９６，０００交 付 金
安管・推進０２００，０００２００，０００事務受託金

１１，９５９８，０４１２０，０００雑 収 入
△　２４１，７２６６，８３７，７２６６，５９６，０００当期収入計

０５８８，９３３５８８，９３３繰 越 差 額
△　２４１，７２６７，４２６，６５９７，１８４，９３３収 入 合 計
２６１，５７０９５８，４３０１，２２０，０００事 業 費

支　
　
　
　
　

出

２１９，２４０５，０９０，７６０５，３１０，０００管 理 費
△　１０１，２６３５５１，２６３４５０，０００預 金 支 出

収益事業会計へ繰出△　２８３，８０８２８３，８０８０繰出金支出
２０４，９３３０２０４，９３３予 備 費
３００，６７２６，８８４，２６１７，１８４，９３３当期支出計

△　５４２，３９８△　４６，５３５△　５８８，９３３当期収入差
△　５４２，３９８５４２，３９８０次期繰越差

平成１７年度　葉山町交通安全協会　一般会計収支計算書（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 単位（円）


